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Female academics at Bundai FAB

　平成22年度文部科学省科学技術振興調整費「女性

研究者支援モデル育成」事業に、大分大学の「地域社会

で育む『輝く女性研究者』支援」が採択されたことによ

り、平成22年年7月26日に大分大学女性研究者サポー

ト室が設置されました。また同じ時期に大分大学男女共

同参画推進本部も設置され、大分大学で女性研究者を

支援する事業が始まりました。男女共同参画とは何か、

なぜ女性研究者支援が必要か、どんな支援がどのキャ

リアパスに必要か、研究者としてキャリアアップするため

に何が必要か、これから皆様とともに知恵を絞り、さまざ

まな情報を共有していきたいと思います。

　大分大学女性研究者サポート室“FAB”では、

“fabulous（すばらしい）”な女性研究者を育むために、

４つの柱を掲げました。１．キャリアサポートとして、研究

を支援し、女性研究者比率の上昇を目指します。２．環境

サポートとして、育児や研究環境を整えていくお手伝い

をします。３．情報サポートとして、広報活動のほか、啓発

活動や情報交換につとめます。４．地域連携サポートとし

て、地域との連携をはかります。これら４つの柱のもと、

学部の垣根を越えて、女性研究者の育成のため、さらに

は女性だけでなく男性も、大分大学での研究が発展し、

輝ける研究者として発信できることを目指していきたい

と考えております。大分大学女性研究者サポート室

“FAB”は、これから皆様とともに歩み始めます。どうぞ

あたたかいご指導とご支援を賜りますようお願いいた

します。
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大分大学における女性研究者支援体制の
スタートにあたって

大分大学　学長　羽　野　　忠

　このたび、平成22年度文部科学省科学技術振興調

整費（女性研究者支援モデル育成）に申請していまし

た「地域社会で育む『輝く女性研究者』支援」が採択さ

れ、本学における女性研究者支援体制がスタートする

こととなりました。申請書作成にあたられた全学WG

の皆様に、心より感謝申し上げます。

　申すまでもないことですが、男女が互いにその人権

を尊重しつつ責任を分かち合い、性別にかかわりなく

その個性と能力を十分に発揮することができる男女

共同参画社会の実現は、21世紀の我が国における最

重要課題です。しかるに本学における共同参画の実

現、とりわけ女性研究者を取り巻く状況は、十分とは

言えません。たとえば、大学院生に占める女性比率は

25.9％、学部学生に占める比率は39％とそれなりに

高いにもかかわらず、教員に占める女性比率は15.6％

と低く、早急な改善が求められています。

　本学は今回のプロジェクト採択を機に、男女共同参

画推進本部を設置するとともに、そのもとに女性研究

者サポート室を設置しました。また「大分大学男女共

同参画推進宣言」を定め、男女共同参画社会の実現に

向けて、具体的な行動計画を推進することとしまし

た。すなわち、男女共同参画推進体制の拡充、教育・研

究・就業の場における男女共同参画の推進、家庭生活

と教育・研究・就業との両立支援、大学運営における

意思決定への男女共同参画の推進、および地域社会

との連携を通じた男女共同参画の推進に取り組みま

す。これらの改革は一朝一夕に成しとげられるもので

はありません。女性研究者サポート室の皆さんはじめ

全学の力を結集して、早期の実現を図りたいと思いま

す。どうぞご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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●研究支援
　研究補助員の雇用、メンター制度導入

●研究活動支援
　研究費補助事業の実施、女性研究者賞の実施

●ポジティブアクション
　管理職への積極登用促進

●育児支援
　育児相談の実施、病児保育の整備

●研究環境整備
　両キャンパスでの休憩室・
　相談室の整備

キャリアサポート 環境サポート

●データベース整備
　女性研究者データベース作成、アンケート実施
●広報活動
　ホームページ開設、広報誌発行
●リクルート
　オープンキャンパス、高校生出前講座
　学生進路相談会
●啓発活動、情報交換
　シンポジウム、講演会の開催

●地域研究コンソーシアム大分
●地域医療学センター
●県内企業
●大分県消費生活‐
　男女共同参画プラザ等

情報サポート
地域連携サポート

サポート４つの柱

学内の研究者・職員・学生等の皆様へ、女性研究者支援に関する情報提供を行うため

にホームページを11月22日に開設しました。本サイトでは女性研究者のワーク支援や

ライフ支援につながる情報を掲載していく予定です。ぜひ当HPにお越しください。

URL： http://www.fab.oita-u.ac.jp

女性研究者サポート室では、主に右図に
示す４つの柱において活動し、本学におけ
る女性研究者の支援・育成・発展を目指し
ています。

（1）女性教員の比率を20％に引き上げる。

（2）修士および博士課程学生の女性比率を35％以上にする。

（3）挾間キャンパスの「なかよし保育園」において、病児保育を

実現する。

（4）旦野原キャンパスでニーズを調査し、要望があれば保育園

設置のための基盤整備を行う。

（5）女性研究者の研究をサポートする研究補助員を配置する。

（6）学長裁量経費に女性枠を設け、優れた研究に対して研究

費を配分する。

（7）毎年、女性研究者10名程度に海外での学会活動、共同研

究活動を支援する。

（8）「女性研究者サポート室」を設置する（平成22年7月設置）

（9）女性研究者データベースを構築する。

活 動 目 標

目的を実現するために、以下の業務を行います。

（1）研究助成やロールモデル誌の作成

（2）多用なニーズに合わせたキャリアパス支援

（3）男女協力体制における仕事と育児等の両立支援

（4）地域と連携した男女共同参画社会に向けた

 　 啓発活動

（5）女性研究者の増員促進と管理職への登用の促進

サ ポ ー ト 室 の 業 務

将 来 目 標

活 動 の 紹 介

ホームページを開設しました

支援内容支援内容

男女を問わない
快適な教育研究環境の整備



Female academics at Bundai FAB

　平成22年度、文部科学省科学技術振興調整費「女性研究者支

援モデル育成」事業に大分大学の「地域社会で育む『輝く女性研究

者』支援」が採択されたことにあたり、キックオフ・シンポジウムを

開催することとなりました。

　文部科学省生涯学習政策局長 板東 久美子 氏を特別l講師とし

て、お招きし、『地域における男女共同参画の推進について』を講

演していただきます。このシンポジウムにより、男女共同参画推進

への理解をより深めていただけるものと思います。ぜひ皆様の参

加をお待ちしております。

　平成22年8月4日、大分大学旦野原キャンパスと挾間キャンパスで

オープンキャンパスが開かれました。

　両キャンパスで、“めざせ、大分発信の輝く女性研究者！”というタイト

ルのポスター展示をしました。

　大分大学では初めての試みでしたが、

と、笑顔の女子高校生の声を聞くことができました。
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オープンキャンパスで
   サポート室の紹介をしました
オープンキャンパスで
   サポート室の紹介をしました

 平成22年12月16日（木）
 13：30～16：30

 全日空ホテル　孔雀の間
 『地域における男女共同参画の推進について』

 板東　久美子 氏（文部科学省生涯学習政策局長）

キャオープンキンオープープンキャ

板東　久美子 氏（

「女性研究者を身近に感じた」

「わかりやすいお話しを現場の先生に聞くことができた」

「女性の問題、社会問題などを知ることができた」

■編集後記 FABのロゴとバラのマークについて

「女性らしさ、元気さを感じられる
 デザインにしました」

《デザイン》
大分大学 事務局研究協力課 明石 百夏

（入場無料 託児あり）

まだまだ残暑が厳しい時期にはじめたホームページ開設作業ですが、冬の気配を感じる
11月末になってようやくオープンさせることが出来ました。ニュースレター創刊号も発行し、
次はキックオフシンポジウム開催です。シンポジウムの様子は第2号で詳しく紹介します。


